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シ ャ コ 櫨鳳 観網胞 応誓 岐形更講 と CFF 値 と の 鬨保 ，
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視 細馳 に ．断観光 壱与 えて 糧 られ δ 臨昇 馳台 劇度 〔CFF 】は

20 〜90Ht の 面 で寳勘 が見 られ る．本隻験 で tt単 一
光舅 8 噂 の応 寄激

形 の立 ちあ が り矗 分で の 儘 CCFFtrinti ■nt ）と ．そ の 復 の定 常状 ● の僵

（CFFpl ●tPtU ）を翻 定し た．　 CF 『 〔口 は 平均 75Ht で ，　 CFF 〔p｝

よ リ 29Hz 高 い 望 で あ っ た ．　 CFF ｛t〕及 VCFF （p）の 値 と ，畢
一

光

刺 澂 に 対す る 応唇 岐形 の 6 爽素 との 聞の 相胃儡 融 畳 工 00 側 に つ L）て 求め

た ．　 6 要素 は 卩en 噂 〔e ）と plnte ■u 薗｛b｝の 電位 ｛■V）及 び そ の比 〔bノ齒）と ，
on 時 の立 ち あ がり 〔e 〕，　 oft 時 の 回腹 〔の 及び tr ●ns 五●nt 鄒か ら plet 闘 凵郁 へ
の 移 行部 〔8｝の 遼展 （■V／■  ｝とで あ る ．　 CFF （切 は bノ層，dk ，CFF 〔p ）

は d ，b／e，　 b に 強 い 帽翼 駈示 し ，巳及び e は と もに 相 関が認 め ら＃ なか

った ．　 CFF 〔t｝が CFF （p）よ り相 国 の 高 い の は o で ，モ の 逆は b ，d ，
b／a で あった ．
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CB　 47Eupiotes
　 voodrll 「fj （繊 毛 虫 ） に お け る 未 熟 期 の 長

さ に お よ ぼ す 餌 の 量 の 影響 ，
小 阪 敏和 （広 島 大 ・理 ・動 物 l
EFFEC↑　OF　FOOD 　CONDITIONS 　ON 　T旧E　LEHGTH　aド　1睚一
MATURITY　i囲　E凵PLOTES　幃DODRUFFI 　（　CIL10PHORA　），
T．KDsaka ，　Zo而 ．阿 　Sci．．　Hiroshima
Unlv，儚　Hiroshi燗 a鹽

　 1＊KT−6の 有 性 生 殖 の 方 法 は 自家 生 殖 の み で あ る。
本 株 を 用 い て ，未 熟 期 の 艮 さ に 及 ぼ す 飼 の 量 の 影 響
を 墹 ぺ た 。 餌 に は べ ん 毛 虫 キ ロ モ ナ ス を 与 え ，培 養

は 20 ℃ で 隔 日 の 単 離 培 養法 で 行 な っ た ．同
一

の 親 ク

ロ ン か ら A − F の 6 自家 生 殖 完 了 ク ロ ン を 確 立 し ，
各 々 は 第 1 回 分 裂 の 後 に 2 亜 ク ロ ン （A と a ，B と
b の ご と く ） に 分 け ら れ ，各 亜 ク ロ ン は そ れ ぞ れ 6
ラ イ ン に 亜 分 割 さ れ た 。片 方 （A − F ）に は 量 富 ts

餌 を ，他 方 （a − fl に は 貧 弱 な 量 の 飼 を 与 え ，2
群 で の 未 熟 期 間 を 分 裂 回 数 と 日 数 の 両 方 で 比 較 した 。

A の 未 熟 期 は 6L8 ± 1．1回 分 裂 （36± O，5日 ）で ，
a は 34．8± L4 回 （42，5± 1．3日 ）で あ っ た 。　 B と

b は 56．7 士 　L，．9回 （36 ± 0．9日 ）と 33．8± 3．9回 （

40 ± 4．4日 ） ，C と c は59．7± 2．0回 （36 ± O，9日 〉
と 34．8 ± 　2．6回 （40．5± 3．3日 ），D と d は 62，8±

3．0回 （38 ± L5 日 ） と31．2± 3、2回 （37．5 ± 3．9
日 ） ，E と e は 61，5± 1．7回 （36．？± 1．1日 ｝ と 24
，5± 3．3回 （3D．2± 3．7日 ），F と f は65．8± 4．2
回 （39± L9 日 ）と40．5± 4．5回 （51．δ± 5．1日 ）

で あ っ た。貧 弱 な 量 の 餌 を 与え た 培 養 は ，豊 富 な 量
の 餌 で 培 餐 した も の よ り も ，未 熟 期 の 分 裂 回 数 は 滅

少 す る。他 方 ，未熟 期 を 日 数 と の 関 係 で み た 場 合 に

は ，前 者 の 方 が 後 者 よ り も長 い 未 熟 期 間と な る 。
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ミ ツ バ チ 先 附 節に お け る nanubrium 　 hair の 巖 械 振 動 受 容．
重 田誠 司 ・青 木 　清 （上智 大 ・

生 命 研 ） 興 村 　蓿 （北 大 ・

理
・臨 海 ）

MECHANORECEPTION 　OF 　MANUBR 工UM 　 HAIR 　 ON
PRETASUS 　工N 　THE 　HONEY 　BEE ．　S ．Shigeta ，
K ．Aoki 　and

噛

H ．Okumura ．　Life 　Sci ．　Inst ．t

Sophia 　Univ ．r 　Tokyo ．fA
亅くkeshi 　Marine 　Bio 工 ．

Station ，　Hokk 己 ido 　Univ ．t　Akkeshi ．

　 ミツ バ チ は 振 動 に 対 し て 反 応 す る こ と が 知 ら れ て い る。
例 え は 、我 々 は 　巣 脾 上 に 100 − IKHz の 振 動 を 与 え る と 、
ミ ツ バ チ が 不 動 化状 態 に な る こ と を 観 察 し て い る 。

　 膜 翅 目
一

般 に 存在 す る先 附節 の nanubriu 囗 hair に 注 目

し て 、壌 械 振 動 受容 の 可 能 性 に つ い て 、機 能 と 形 態 面 か ら

調 べ た 。感 覚 神 経 繊 維 か ら の ス パ イ ク応 答 を 記 録 す る と 、
い く つ か の 応 答 パ タ

ー
ン が 得 ら れ た 。ス パ イ ク 応 答 は 低 周

波 数 の 振 動 刺激 に 対 し て は 、刺 激 周 覆 数 に 追 随 し た 。 ま た 、
100Hz 以 上 の 刺 激 周 波 数 で は 、よ り複 雑 な 応 答 パ タ ーン を

示 し た 。

　 こ の 感 覚 毛 の 微 細 梅 造 を 電 子 顕 微 鏡 に よ っ て 調 べ た 。内

部 形態 は 、 1個 の 感 覚 細 胞 体 か ら成 り、その 特 長 の 1つ で

あ る 纎 毛構 造 （9十 2
．
の 微 小 管 ｝ や 、そ の 上 都 の 細 管体 を

観 察 す る こ と が で き た 。こ れ ら の 結 果 は 、他 の 腱 械 的 感覚

細 胞 と
一

致 ず る 。 こ れ ま で ク チ ク ラ内 壁 との 接 合 部 は 確 認

し て い な い が 、こ の 感 覚 細 胞 の 先 端 は、ク チ ク ラ 稍 に 入 り

込 ん だ 状 態 で 毛 の 基 部 に 接 し て い る も の と 考 え ら れ る。

CB　 48
繊 毛虫 Evplotes　 woodruffi に お け る 培 養 温 度 と細

胞 周 期 お よ び 自 家蛋 置丁
一一一
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RELA↑10N　BET脚EEN　CULTURE　TE閣PERATURE　AND 　CEL し

じYCしE　OR　AU丁06A岡Y　iN　EUPLOTES　WDODR口FF【　（　CI−
LIOPHORA　）．　T．　Murakani．　ZooL ．　［nst ．，　Fac．　of

Sci．，　HirDshima　Univ・．　Hlroshima ．

　 材 料 は 淡 水 産 の 自 家生 殖 〔自殖 ）グ ル ー
プ に 属 す

る 株VA−4を 用 い た。自殖 完 了細 胞 を23℃ で 3 回 分 裂

さ せ ．生 じた 細 胞 を30 ，25，23 ．20，18，15℃ の 各

温 度 に 移 植 した 。各 々 を 隔 日 で 単離 培 養 し ，以 下 の

結 果 を 得 た 。細 胞 周 期 各 ス テ
ージ （G ，・S ・D ）の

割 合 は ，大 核 の 形 状 に 従 っ て ，非 同 調培 養 中 の 細 胞

頻 度 か ら求 め た 。30 ℃ で は 世 代 時 間 は 8．6hr （G ，
・

S ・D 期 は 52・43 ・5 ％ ） ，25 ℃ で は 9．5hr （49 ・
45・6 ％ ）．23 ℃ で は 11．Ohr く45・47・8 ％ ），20
℃ で は 正5，0hr （43・48・9 ％ ），18℃ で は23．5ht （

40・49・11 ％ ｝．15℃ で は28．7hr （3S ・50・12％ ）

で あ る。低 温 で は 世 代 時 間 が 著 し く 延 長 し ，S 期 及

び D 期 の 相 対 的 割 合 が 高 く な る 。 各 温度 で の 自殖 の

未 熟 期 は ，そ れ ぞ れ 39回 分 裂 （14日 ），41 （1B），
44 （22），47 （30），49 （42 ） ，59 （68 ）と な り ，
低 温 ほ ど延 長 して い る。し か し ，高 温 で は ク ロ ン の

寿 命 は 短 縮 す る 傾 向 が み ら れ ．全 ク ロ ン 環 に 対 す る

未 熟 期 間 は ，日数 又 は 分 裂 回 数 で 比 較 して ，20．1−
23．7％で

一定 して い る。15及び 18℃ で は ，自殖 は 加

齢 が 進 ん で も （ 190回分 裂 ）．極 め て 低 率 で し か 誘

導 され ない 。こ れ ら を23℃ に 移 す と ，0 − 1 回分 裂

後 に 高 率 で 自殖 に 入 る。各 条 件 の 自殖 完 了 体 の 生 存

率 は 高い （82 ％ ）。
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